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会派は、八幡みどりの市民に所属いたしました。私が選挙戦で訴えてまいりました観たくなる八幡、

来たくなる八幡、住みたくなる八幡の実現を目指して、この4年間で一歩一歩着実に進めていきたい

と考えております。2011（平成23）年という日本歴史に特筆される年に第1歩をスタートいたしました。

新人議員である私がすべきことは初議会で質問に立つことと決めました。事務局に出向き一番に手を

挙げたつもりです。新議員が4名おられるので全員が手を挙げたら抽選になるかと案じましたが幸い

にも6月議会初日13日（月）の二番目に質問に立つことができました。

質問原稿を書くのも初めてのこと。何年も前に傍聴

席で見学したことはありましたが、あの質問台に自分

が立つ日のあることなど思っても見ませんでしたから、

それは緊張しました。市長を始め、理事者が居並ぶ中、

議員席の先輩は貫禄があります。新人議員達の熱い眼

指し、傍聴席の目線も気にかかります。夢に見た初議

場です。ベテランの役者でも舞台の初日は緊張すると

言います。ましてや初舞台の私の緊張がいかばかりか

お察し下さい。本番の日が近づいてきました。この緊

張に打ち克つには練習しかないと思い定め、書き上げ

た原稿を片時も離さず読んで読んで読み込んで語りか

けることに意を注ぎました。お蔭で本番の日、議長の

呼び出しを受けて演壇に立つことができました。
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